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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況
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○ロゴマーク等の活用

• 著作権は滋賀県が保有

• 使用の手続き

✓マザーレイクゴールズ（MLGs）ロゴマーク利用取扱要領により運用

✓賛同者は、MLGsの推進および情報発信のため、普及啓発、資金調

達、商業利用等を目的として届け出た上でロゴマークを利用するこ

とが可能

• ロゴマーク利用届出数

293者(令和6年2月末現在)

• 商標登録済

○賛同者数 1,578者(令和６年２月末現在)

〇講演回数 ６７回（令和6年2月末現在）



マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇ロゴマークの利用例

タウン情報誌polish+ での特集
（令和5年10月23日発行）

介護老人保健施設 若草園 会報誌
（令和5年11月発行）

（株）テクアノーツ カタログ 立命館守山高校 MLGsカルタ
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇ワークショップ等の実施

主催・共催等事業 令和５年度 32事業
参加者数 2,885人

(令和6年2月末現在)
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事業名称 開催日 参加者数 事業名称 開催日 参加者数

※ 1 西浅井エコ体験　田植え体験 4月30日 50 ※ 21 ビワイチの日記念ライド 11月3日 20

※ 2
2023 スプリングフェスタ ＆ プレイグリーン

パークしが in 矢橋帰帆島公園
5月13日 100 ※ 22 学習船うみのこ「親子体験航海」 11月3日 120

※ 3 平和堂＆サントリー　ごみ拾いイベント 5月20日 130 ※ 23 マザーレイククルーズ2023 11月11日 100

※ 4 MLGsクイズラリーinイオンタウン湖南 6月11日 40 ※ 24 西浅井エコ体験　稲刈り＆川づくり体験 11月12日 10

※ 5 7月1日びわ湖の日「環境イベント」
6月24日

25日
160 25 きぐみの積み木KUMINO講座 11月24日 10

※ 6 西浅井エコ体験　川遊び＆水の浄化実験 7月15日 20 ※ 26 花緑公園山歩きイベント 11月25日 20

※ 7 鳥人間コンテストSPイベントin琵琶湖博物館 8月18日 20 ※ 27 たまゆらヨシ刈りイベント 12月2日 170

8 びわ湖の研究者になろうツアー 8月25日 15 ※ 28 ヨシネットワーククリスマスイベント 12月3日 50

9
琵琶湖を感じて湖魚の陶器・版画を作ってみ

よう体験
9月10日 120 29 BIWAKOアーティスト・イン・レジデンス展覧会

12月

5-10日
116

10 大学生によるMLGsプレミアムツアー 9月16日 23 ※ 30 健康しが大明神 1月13日 160

11 そこの君！いっしょにうみをつくるかい？ 9月17日 70 31 「びわ湖パール」でネックレス作り体験 1月25日 2

12 MLGsみんなのBIWAKO会議/COP2 9月18日 90 ※ 32 JAグリーン近江女性大会・家の光大会 2月25日 120

※ 13 県立看護学校 学園祭 9月21日 200

14 MLGs体操＠滋賀県庁 9月22日 50 合計 32事業 2,885人

※ 15 近畿ブロック介護老人保健施設大会in滋賀 9月22日 450

※ 16 日野町立日野中学校　夢授業 9月26日 154

※ 17
イナズマロックフェス

（龍神ステージおいで～な滋賀PRタイム）
10月9日 100

18 カヤック体験会inびわ湖 10月7日 8

※ 19 たねひろいin西浅井 10月16日 7

20 淡海の川づくりフォーラム 10月22日 180

no. no.

マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況
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○令和５年度ワークショップ等一覧 （令和６年２月末現在）

※共催・参加事業



○MLGsをテーマとした環境学習 （小・中・高 ）
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

【令和５年度】 （令和６年２月末現在）

• 5/17 大津市立田上中学校２年生

• 6/  9 奈良市立一条高校附属中学校2年生

• 6/16 彦根市立金城小学校5年生

• 7/  7 奈良市立一条高校附属中学校 校外学習

• 7/21 東近江市立能登川南小学校 教員

• 7/28 奈良学園中学校１年生（奈良県大和郡山市）

• 8/  2 大津市立日吉中学校 生徒会 教員

• 9/  5 東近江市立能登川南小学校5年生

• 9/20 湖南市立水戸小学校2年生

• 9/28 滋賀県立草津高校2年生

• 10/5 初芝立命館中学校１年生（大阪府堺市）

• 10/25 彦根市立城南小学校５年生

• 12/19 光泉カトリック中学校１年生

• 2/  2 甲南第三小学校5年生
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ(令和5年度)

• ①10/7～9 イナズマロックフェス：
烏丸半島（草津市）

• ②11/26 タウンdeツナガルイベン
ト：イオンタウン湖南（湖南市）

• ③12/2 たまゆらヨシ刈りイベント：
（高島市）

• ④12/3 ヨシネットワーク・クリスマ
スイベント：ウォーターステーション
琵琶（大津市）

• ⑤1/24 富士通㈱役員定例会で講
演：（東京都）

• ⑥2/18 レイラック滋賀 MLGsサ
ポーター宣言：（大津市）

• 3/10 びわ湖マラソン：烏丸半島
（草津市）

県内外のイベント等に参加・出展

① ②

③ ④

⑤ ⑥
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ(令和5年度)

民間団体・媒体とのコラボ

• 滋賀経済同友会にて 「MLGsと私たち」
研究会を年間通じて実施

• オーパルオプテックス㈱「エコツーリズム観光
ガイド研修会」にてMLGsについて講演

• ミツカン「水の文化」でMLGsを紹介
（寄稿）

• 滋賀中央信用金庫「MLGsローン」の
実行金額から0.1%相当額を寄附
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

〇イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ(令和5年度)

• びわ湖マラソンと連携した
発信

県庁内でのコラボ

• ビワイチの日 記念ライドでMLGs体操

• エコ・スクール×MLGs 研修会
（教員等約40名が参加）

• 『健康しが』との協働

1/13 健康しが大明神（イオンモール草津） 2/15 JICA 保健衛生管理研修

• MLGs 伝える講習会
（県職員等約20名が参加）
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マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

戦略的なメディア発信

◆YouTube番組「びわモニ」にて月１回『MLGs Day』として関連情報を発信

・番組制作のために、MLGsに関わる団体や取組等の情報を収集
・それらの関係者へ、番組への出演を通じて、つながりを構築

◆11/11 マザーレイククルーズ2023

・「MLGsつながる交流会」を開催
・ユニークな取組を行う団体が取組発表
→ 「みんなのMLGs大賞」の選定

〇イベント等への参加、様々な主体・媒体とのコラボ(令和5年度)

◆1/1 びわ湖放送 新春特番
「新年あけましてマザーレイクゴールズ！」

・ MLGsの活動をプレイバックしつつ、
MLGsの未来を考える。



マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

①コートジボワール訪日研修
（令和5年5月24日 大津市）
✓コートジボワール政府や自治体職員、漁業者の
代表者等の１５人の研修員に向けて住民との
連携のスキームとしてMLGsの取組について
レクチャー

②フィリピン視察団研修
（令和5年5月30日、12月4日 大津市）

✓ フィリピンからの視察団のべ３０人に対して
MLGsの取組についてレクチャー

✓ 市民協働の取組について意見交換

③ペルー大使館との意見交換会
（令和５年７月14日 オンライン）

✓ 令和4年度の駐日外交団滋賀県視察をきっか
けとして、ペルー大使館からの依頼により、
チチカカ湖と琵琶湖との古代湖のつながりで
湖沼環境分野での意見交換を実施

✓ 琵琶湖の保全再生の取組の施策の一つとして
MLGsの取組を紹介

④マレーシア行政機関訪日研修
（令和５年８月２２日 大津市）

✓ マレーシア政府（天然資源・環境・気候変動省、
排水灌漑局）の行政職員３名に対し、MLGsの
取組等を紹介

MLGsの国際分野での発信実績

③

④

① ②
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○国際発信



マザーレイクゴールズ(MLGs)の推進状況

⑤第19回世界湖沼会議
（令和５年11月７～９日 ハンガリー・バラトンフュレド）

✓ 30ヵ国・354人が参加
✓ 開会式において江島副知事からMLGsについ
て世界に向けて発信（コンセプトムービーも上映）

✓ コロキアム（円卓会議）や分科会において
MLGsの取組について口頭発表

✓ ポスターセッションにおいてMLGsを発信
➡「バラトン宣言」の中で、持続可能な湖沼管理にお
いて特筆すべき例としてMLGｓが盛り込まれた。

⑥2023年度JICA課題別研修
（令和６年１月23日 大津市）

✓11ヵ国・12人の各国政府、研究機関等の
研修員へMLGsおよび学術フォーラムによる
MLGsの評価の仕組みについてレクチャー

⑦JICA関西2023年度地域理解プログラム
（令和６年２月３日 大津市）

✓ １１カ国・１５人の途上国から来日している長期
研修員に対して、MLGsの取組等を紹介

✓ JICAニカラグア事務所と連携し、滋賀県の
「うみのこ」とニカラグア版「UMINOKO」の
取組を題材としたワークショップを実施

MLGsの国際分野での発信実績

⑤

12

⑦⑥

○国際発信
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R６年度 マザーレイクゴールズ推進事業(案) 13,109千円（R５年度：12,200千円）

１．【新】 「SDGs Week EXPO」への出展（1,774千円）
国内最大級のSDGｓイベントである「SDGｓ Weeｋ EXPO」において
MLGｓを発信する。

２．【新】 ブランド力の強化（７３８千円）

グッドデザイン賞への応募を通してブランド力の強化を図る。

３．【新】 MLGs学習動画の制作（２,８３８千円）

主に小学校高学年を対象としたMLGｓを解説する動画を制作する。

４．マザーレイクゴールズ(MLGs)推進業務委託（7,7００千円）

（１）関係者が一堂に会する「MLGsみんなのBIWAKO会議」の開催
（２）ワークショップ等の開催
（３）公式サイト「MLGs WEB」の運営
（４）学生ライター事業の運営

５．エコスクール事業と連携した発表会の開催（５９千円）
MLGｓの持つ繋がりを活かし、エコ・スクールに取り組む学校が会する
発表会を開催する。

・MLGｓが単に琵琶湖の保全に留まらず、SDGｓの達成に向けた持続可能な地域づくりのモデルとの観点から国内外において積極的な発信が必要
・より多くの県民に認知されるよう、企業や各種団体、市町等と連携した取組の強化を図ることが必要

１．「SDGs Week EXPO」への出展 ３．MLGs動画の制作

MLGsに掲げる13ゴール

小学校高学年向けにMLGｓを解説する動画を制作し、

県内小中学校の授業などで活用することにより、MLGs

の普及や琵琶湖の環境保全に関する啓発を行う。

２．ブランド力の強化

来場者数６万人を超える首都圏で

の展示会「SDGｓ Week EXPO」

にてMLGｓを発信するほか、MLGｓ

賛同企業の取組を紹介するなど、賛

同企業と連携したブース展示を行い、

MLGｓの周知に繋げる。

「Gマーク」で知られており、

認知度の高い「グッドデザイン賞」

に応募することで、ブランド力の

強化とMLGｓの発信を行う。



【参考】



琵琶湖保全再生施策に関する計画(第２期) 関連事業予算案
（単位：千円）
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「琵琶湖保全再生施策に関する計画（第２期）」 令和６年度関連事業予算案 【予算額 約３９５億円】

■ 主な増額要因：
３（１） 水質の汚濁の防止および改善に関する事項

・流域下水道事業における汚泥燃料化施設建設工事、汚泥脱水設備更新工事の工事本格化による事業費の増・・・約１９億円の増額
３（５）農林水産業、観光、交通その他の産業の振興に関する事項

・農業水利施設の整備・更新を行う県営かんがい排水事業における国予算（交付金）を積極的に活用した事業進捗に伴う増・・・約２億円の増額
・県営農地防災事業において、ため池整備事業の新規採択地区の増加に伴う事業費の増・・・約２億円の増額
・森林資源の循環利用の促進を図る未来へつなぐ木の良さ体感事業における木育拠点施設の整備工事に伴う増・・・約1.2億円の増額

■ 主な減額要因：
３（３） 生態系の保全および再生に関する事項

・早崎内湖再生事業において工事を実施しないことに伴う減・・・約１億円の減額
３（５）農林水産業、観光、交通その他の産業の振興に関する事項

・県営経営体育成基盤整備事業において国補正予算の積極的な活用と前倒し等を行ったことによる減・・・約２億円の減額

※「３ (４)景観の整備および保全に関する事項」については再掲。「合計」については、再掲を除いている。

国費 起債 その他 一般財源 国費 起債 その他 一般財源 国費 起債 その他 一般財源

35,988,227 14,245,031 6,224,777 13,206,943 2,311,476 38,089,390 15,525,932 6,712,063 13,632,137 2,211,341 2,101,163 1,280,901 487,286 425,194 ▲ 100,135

20,251,124 6,887,748 2,156,464 11,049,163 157,749 22,281,633 8,092,575 2,506,763 11,521,509 160,786 2,030,509 1,204,827 350,299 472,346 3,037

10,077,687 5,088,208 3,000,500 982,476 1,006,503 10,301,624 5,254,384 3,088,400 970,332 988,508 223,937 166,176 87,900 ▲ 12,144 ▲ 17,995

1,430,976 282,217 230,900 307,112 610,747 1,134,806 167,331 186,600 256,765 524,110 ▲ 296,170 ▲ 114,886 ▲ 44,300 ▲ 50,347 ▲ 86,637

196,485 0 22,500 0 173,985 198,951 0 22,500 0 176,451 2,466 0 0 0 2,466

4,228,440 1,986,858 836,913 868,192 536,477 4,371,327 2,011,642 930,300 883,531 537,937 142,887 24,784 93,387 15,339 1,460

414,293 79,822 0 148,716 185,755 401,049 53,227 0 149,724 198,098 ▲ 13,244 ▲ 26,595 0 1,008 12,343

106,347 5,225 0 38,204 62,918 110,765 5,225 0 40,897 64,643 4,418 0 0 2,693 1,725

746,041 23,824 0 287,351 434,406 915,220 17,637 0 440,324 457,209 169,179 ▲ 6,187 0 152,973 22,803

37,254,908 14,353,902 6,224,777 13,681,214 2,994,555 39,516,424 15,602,021 6,712,063 14,263,082 2,931,291 2,261,516 1,248,119 487,286 581,868 ▲ 63,264

(5)農林水産業、観光、交通その他の
   産業の振興に関する事項

４　琵琶湖保全再生施策の実施に資する
    調査研究に関する事項

５　琵琶湖保全再生施策に取り組む主体
    その他琵琶湖保全再生施策の推進
    体制の整備に関する事項

合　計（※）

６　琵琶湖保全再生施策の実施に資する
    体験学習を通じた教育その他の教育
    の充実に関する事項

令和５年度当初予算額　A 令和６年度当初予算額　B 増　減　B-A

予算額
財　源　内　訳

予算額
財　源　内　訳

予算額
財　源　内　訳

３　琵琶湖の保全および再生のための事項

(1)水質の汚濁の防止および改善に関
   する事項

(2)水源のかん養に関する事項

(3)生態系の保全および再生に関する
   事項

(4)景観の整備および保全に関する事項
　　　　　　　　　　　　（※再掲）



琵琶湖を『守る』取組 琵琶湖を『活かす』取組

琵琶湖を「守る」ことと「活かす」ことの好循環をさらに推進

【予算額 39,516百万円】

＜内 訳＞
●水質の汚濁の防止および改善 22,282百万円 ●農林水産業､観光､交通その他の産業の振興 4,371百万円
●水源のかん養 10,301百万円 ●施策の実施に資する調査研究 401百万円
●生態系の保全および再生 1,135百万円 ●施策に取り組む主体、推進体制の整備 111百万円
●景観の整備および保全に関する事項（※再掲)199百万円 ●施策の実施に資する体験学習を通じた教育、その他 915百万円

調査研究
（気候変動の知見収集含む） 多様な主体による協働

環境教育・学習
広報・啓発

水草対策、プラスチックごみ対策

水質汚濁の防止対策

生態系・生物多様性保全、外来生物対策

水源林整備保全、鳥獣害対策

水産資源の回復 琵琶湖の活用推進

環境関連産業の振興

環境こだわり農業のブランド力向上

やまの健康、しがの林業成長産業化

琵琶湖漁業の持続的発展

琵琶湖を『支える』取組

琵琶湖を「守る」ことと「活かす」ことの好循環の創出

計画の重点事項

「琵琶湖保全再生施策に関する計画（第２期）」令和６年度関連予算

※「景観の整備および保全に関する事項」については再掲。「合計」については再掲を除いている。
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琵琶湖保全再生施策に関する計画(第２期) 関連事業予算案



水源林整備保全、鳥獣害対策

琵琶湖を『守る』取組

水草対策、プラスチックごみ対策

水質汚濁の防止対策

生態系・生物多様性保全、外来生物対策

水産資源の回復

17

琵琶湖保全再生施策に関する計画(第２期) 関連事業予算案

○侵略的外来水生植物
戦略的防除推進事業 （191百万円）

○早崎内湖再生事業 （53百万円）
○有害外来魚ゼロ作戦事業 （23百万円）
○ヨシ群落保全管理事業 （12百万円）
○カワウ銃器捕獲モデル事業 （16百万円）
○カワウ広域管理捕獲実施事業 （9.5百万円）

○補助治山事業 （1,550百万円）
○県営農地防災事業 （1,470百万円）
○世代をつなぐ農村まるごと保全向上

活動支援交付金 （994百万円）
○陽光差し込む健康な森林づくり事業 （432百万円）
○補助林道事業 （146百万円）
○湖国の森林と自然を守るニホンジカ

特別対策事業 （114百万円）
○鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業 （118百万円）
○災害に強い森林づくり事業 （12百万円）

○流域下水道事業 （12,792百万円）
○農業集落排水事業 （113百万円）
○補助河川環境整備事業 （104百万円）
○生活排水対策推進事業費 （15百万円）

○水草刈取事業 （212百万円）
○補助河川総合流域防災事業 （21百万円）
○散在性ごみ啓発事業 （15百万円）
○プラスチックごみ対策事業（4.1百万円）

○種苗放流事業（アユ、ニゴロブナ、ビワマス等の放流）（84百万円）
○「琵琶湖漁業再生ステップアップ」

プロジェクト （39百万円）
○水産資源の最大活用に向けた

スマート水産業体制整備事業 （4.0百万円）

水草刈取事業

カワウの群れ

更新工事実施している
湖南中部浄化センター



○「きらみずき」みんなでブランド化推進プロジェクト （33百万円）
○「世界農業遺産」プロジェクト推進事業 （17百万円）
○オーガニック農業等産地育成事業 （18百万円）
○魚のゆりかご水田米魅力発信強化事業 （3.4百万円）
○健康志向に対応したオーガニック茶産地育成事業 （3.5百万円）
○琵琶湖とつながる生きもの田んぼ物語創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

（魚のゆりかご水田の普及拡大等） （2.2百万円）
○環境こだわり農産物等流通・販売強化事業 （2.0百万円）

琵琶湖を『活かす』取組

環境こだわり農業のブランド力向上

やまの健康、 しがの林業成長産業化

琵琶湖漁業の持続的発展

琵琶湖の活用推進

環境関連産業の振興
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琵琶湖保全再生施策に関する計画(第２期) 関連事業予算案

○ビワイチ観光推進事業 （42百万円）
○首都圏ネットワーク活用事業 （7.9百万円）
○「びわ湖の日」活動推進事業 （8.7百万円）
○日本遺産・琵琶湖魅力発信事業 （4.1百万円）

●琵琶湖に眠る水中遺跡魅力発掘・発信事業（0.6百万円）

○しがの漁業担い手フルサポート事業費 （16百万円）
○多様で革新的な流通モデル実践事業 （10百万円）
○びわ湖のめぐみ食文化継承促進事業 （7.7百万円）
○県がセールス担当として“湖魚”のPR・

消費拡大に取り組む事業 （7百万円）
○漁協経営基盤強化対策事業費 （7百万円）
○ニゴロブナ生残率向上条件解明研究事業費（3.2百万円）
○琵琶湖漁業ICT化推進調査事業費 （1.8百万円）

○未来へつなぐ木の良さ体感事業 （290百万円）
○森林・林業人材育成事業 （58百万円）
○しがの林業・木材産業強化対策事業（12百万円）
○「やまと都市をつなぐ」森林山村地域活性化事業（10百万円）

○滋賀ｳｫｰﾀｰﾊﾞﾚｰ・水環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進事業（38百万円）
○水草等対策技術開発支援事業 （10百万円）

林業就業体験講習

新

湖底遺跡の水中調査と出土土器



琵琶湖を『支える』取組

調査研究

多様な主体による協働

環境教育・学習、広報・啓発
「マザーレイクゴールズ（琵琶湖版SDGｓ）」の推進

湖底の貧酸素化への対応
（水中ロボットを用いた湖底調査）

19
森林環境学習「やまのこ」

琵琶湖保全再生施策に関する計画(第２期) 関連事業予算案

○国立環境研究所連携推進事業 （53百万円）
○気候変動が琵琶湖の水質・生態系にもたらす影響と適応策に関する研究（56百万円）
○西の湖における水質改善実証モデル事業 （15百万円）
○琵琶湖環境に係る連携研究の推進 （19百万円）
○ネットゼロ社会実現にむけた自然資本活用のための地域づくりに関する研究（9.7百万円）
○グリーンインフラの推進に向けた河川流域が有する
多様な機能の把握とその保全再生に関する研究（7.0百万円）

○ 「滋賀の水産業強靭化プラン」推進研究 （3.7百万円）
○琵琶湖沿岸の自然再生と生態系の現状評価（3.1百万円）
○湖底耕耘による漁場生産力向上実証研究 （0.7百万円）

○協働の森づくりの啓発事業 （16百万円）
○マザーレイクゴールズ推進事業（13百万円）
○琵琶湖保全再生計画推進事業 （1.1百万円）

○びわ湖フローティングスクール事業 （339百万円）
○森林環境学習事業 （123百万円）
○琵琶湖博物館展示事業 （94百万円）
○湖沼問題の解決に向けた国際協力と情報発信 （7.2百万円）
○自然体験を通じた環境学習推進事業 （5.0百万円）
○地球温暖化防止活動推進センター運営事業(出前講座)（3.3百万円）

琵琶湖保全再生推進協議会幹事会による
琵琶湖現地視察

第19回世界湖沼会議における
ミシガン州との共同での情報発信


